
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 【損益計算書】             （単位：億円） 

 第２四半期累計（４月１日～９月３０日） 

2016年度 

実績 

Ａ 

2017 年度 

実績 

Ｂ 

増減 

金額 

Ｂ－Ａ 

％ 
B/A×100 

単 
 

体 

営 業 収 益 10,418 10,560 142 101.4 

うち運輸収入 9,179 9,317 138 101.5 

営 業 利 益 2,424 2,551 127 105.3 

経 常 利 益 2,186 2,389 202 109.3 

四半期(当期)純利益 1,528 1,684 156 110.2 

連 
 

結 

営 業 収 益 14,351 14,648 296 102.1 

営 業 利 益 2,776 2,923 146 105.3 

経 常 利 益 2,449 2,656 207 108.5 

親会社株主に帰属する 

四半期(当期)純利益 
1,647 1,785 138 108.4 

 

 

 

 

 

http://www.geocities.jp/higashinihonunion_niigata/ 

 

 ＪＲ東日本は、１０月２７日に「２０１７年度第２四半期決算」を発表しました。単体決 

算は増収増益、営業収益・運輸収入が６期連続の増収かつ、第２四半期としては過去最高と

なり、さらに経常利益および四半期純利益が過去最高となったと発表しました。連結決算も

増収増益。営業収益は６期連続の増収かつ、第２四半期決算として過去最高。また、全ての

利益が過去最高となりました。 
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 単体決算は、定期収入およ

び定期外収入とも増となりま

した。定期外収入では新幹線

はゴールデンウィークご利用

増やインバウンド等により

増、在来線も増と好調でした。 

 経常利益、四半期(当期)純利

益は１０％前後の増と大きく

プラスとなっています。 

 昨年から新幹線鉄道大規模

改修引当金繰入を開始し、継

続して繰入を行っています

が、それでもこれだけの大幅

なプラスになっているので

す。 

 昨日１１月１日に年末手当の第１回団体交渉が行われました。日々安定・安定輸送のため

に働くすべてのＪＲグループの社員の努力・労苦に報いることを強く訴えてきました！ 

http://www.geocities.jp/higashinihonunion_niigata/

